
平成19年
4月号
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4

主な内容　p2-3新庁舎建設検討　p4-5犬の登録・予防注射　p6
土地の埋立て許可　p7-10住基閲覧、マル福、金属盗難、子育て支援
センター、チューリップまつり、給食費　p16うまいもん　など

表紙　2月21日古渡小で行われ
た、なわとび教室「ジャンプス
ク‑ールIN桜川」の一コマです。
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稲
敷
市
庁
舎
の

現
状
と
課
題

①
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
の

増
大（
改
修
費
用
の
増
大
）

②
耐
震
性
能
へ
の
不
安
（
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
）

③
分
庁
舎
方
式
に
よ
る
利
便
性

の
低
下（
各
庁
舎
間
の
移
動
）

④
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応

以
上
の
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後

求
め
ら
れ
る
庁
舎
像

①
誰
も
が
利
用
し
易
い
庁
舎

②
市
民
に
開
か
れ
た
庁
舎

③
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
円

滑
な
事
務
の
執
行
に
つ
な
が
る

施
設

④
議
会
活
動
を
推
進
す
る
場

⑤
地
域
の
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
機
能
を
持
っ
た
施
設

⑥
情
報
化
に
対
応
で
き
る
施
設

⑦
環
境
配
慮
型
庁
舎
（
グ
リ
ー

ン
庁
舎
）へ
の
対
応

⑧
経
済
性
・
耐
久
性
に
配
慮
し

た
施
設
づ
く
り
と
維
持
管
理
の

実
践

以
上
の
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
経
緯

●
新
市
建
設
計
画

合
併
時
に
立
て
ら
れ
た
新
市
建

設
計
画
で
は
、『
新
市
の
一
体

化
の
確
保
、
合
併
効
果
を
発
揮

し
た
行
政
運
営
を
図
る
観
点
か

ら
、
新
庁
舎
の
建
設
を
進
め
ま

す
。建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
新
市
の
シ
ン
ボ

ル
的
施
設
と
し
て
整
備
し
ま

す
。』と
、う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
総
合
計
画

総
合
計
画
で
は
、『
新
市
の
速

や
か
な
一
体
化
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
そ
し
て
、
経
費
節

減
の
た
め
に
も
新
庁
舎
の
早
期

建
設
が
望
ま
れ
ま
す
。』と
、
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
建
設
基
金
の
積
立

平
成
17
年
度
か
ら
建
設
の
た
め

の
基
金
の
積
立
を
は
じ
め
て
い

ま
す
。

●
平
成
18
年
度
の
動
き

庁
内
に
庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
現
庁

舎
の
状
況
や
新
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
の
調
査
検
討
を
行
い
、
報

告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

合併時からの、重要な課題としていた新庁舎建設
の本格的な検討に入ります。
平成19年度は、新庁舎建設について必要性、建設
位置、機能、規模など、市民の意見を聞くための懇
話会を発足します。
●稲敷市秘書広聴課政策審議室（江戸崎庁舎）
　tel.029-892-2000（内線2405）

基
本
計
画

策
定
ま
で
の
流
れ

①
庁
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
結
成
（
Ｈ
18
・
７
）・
同

チ
ー
ム
に
よ
り
「
報
告
書
」

作
成（
Ｈ
19
・
１
）

②
「
報
告
書
」
を
基
に
懇
話

会（
市
民
）か
ら
の「
提
言
書
」

作
成

③「
報
告
書
」お
よ
び「
提
言

書
」
を
基
に
庁
内
検
討
委
員

会
で
「
基
本
構
想
（
案
）」
を

作
成

④
「
基
本
構
想
（
案
）」
を
審

議
会
に
諮
問

⑤
審
議
会
に
よ
り
「
答
申
」

作
成

⑥「
答
申
」を
基
に「
基
本
構

想
」策
定

⑦
庁
内
検
討
委
員
会
で
、「
基

本
構
想
」
を
基
に
「
基
本
計

画（
案
）」を
作
成

⑧
「
基
本
計
画
（
案
）」
に
関

し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実

施⑨「
基
本
計
画
」策
定

※
議
会
に
は
随
時
経
過
を
報

告
す
る
。

年
法
律
第
81
号
）に
よ
り
本
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、

ま
た
は
外
国
人
登
録
法
（
昭
和

27
年
法
律
第
１
２
５
号
）
に
よ
り

本
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
本
市
に
居

住
し
て
い
る
方
。

◦
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
の

年
齢
が
18
歳
以
上（
高
校
生
を
除

く
）の
方
。

◦
本
市
の
市
議
会
議
員
お
よ
び

職
員
で
な
い
方
。

◦
月
２
回
、
全
７
回
程
度
、
主

に
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会

議
に
出
席
で
き
る
方
。

応
募
方
法

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
に
あ
る
申

込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
必
要
事
項

（
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
性
別
④
住

所
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
⑦
活
動
経

験
⑧
応
募
の
動
機
）
を
記
入
し
て
、

直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
要
事

項
が
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
申
込

書
以
外
の
様
式
で
も
受
け
付
け
ま

す
。）な
お
、
応
募
書
類
は
お
返

し
し
ま
せ
ん
。

任
期

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
意
見

新
庁
舎
建
設
計
画
懇
話

会
市
民
委
員
募
集
案
内

新
庁
舎
建
設
計
画
懇
話
会
は
、

学
識
経
験
者
、
公
共
的
団
体
な

ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
方
お
よ
び

公
募
に
よ
る
市
民
の
方
20
名
程

度
で
構
成
さ
れ
ま
す
。新
庁
舎

建
設
に
関
す
る
こ
と
（
必
要
性
、

建
設
位
置
、
機
能
、
規
模
な
ど
）に

つ
い
て
、
様
々
な
市
民
の
立
場

か
ら
の
意
見
を
ま
と
め
、
市
長

に
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
今
回
、
公
募
に
よ
る
市
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

江
戸
崎
地
区
、
新
利
根
地
区
、

桜
川
地
区
、
東
地
区
の
各
地
区

２
名
（
男
女
１
名
ず
つ
）
以
内
。

　
委
員
の
決
定
は
、
書
類
選
考

に
よ
り
行
い
ま
す
。結
果
は
書

面
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
報
酬

日
当
支
給（
交
通
費
程
度
）

書
類
選
考
日

５
月
10
日（
木
）

応
募
資
格

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
と
な
り
ま
す
。

◦
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42

を
ま
と
め
て
、
市
長
へ
提
出
す

る
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
期
限

５
月
９
日（
水
）必
着

応
募
先

〒
３
０
０
︲
０
５
９
５
／
稲
敷

市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７
︲
１

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
政
策
審
議

室
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
２
４
０
５
）　hisyo

kouchou04@
city.inashik

i.lg.jp

提言書提言書

答　申答　申

諮　問諮　問

懇話会
市民からの提言
懇話会

市民からの提言

審議会
庁舎建設に関する調査・審議

審議会
庁舎建設に関する調査・審議

事務局
会議に必要な資料の収集・作成

事務局
会議に必要な資料の収集・作成

分科会
専門的な事項の
調査・検討

分科会
専門的な事項の
調査・検討

庁内検討委員会
庁舎建設に関する調査・検討
基本構想・基本計画の作成

庁内検討委員会
庁舎建設に関する調査・検討
基本構想・基本計画の作成

プロジェクトチーム
H18報告書作成
プロジェクトチーム
H18報告書作成

市　　長市　　長 議　　会議　　会

報　告報　告

検討体制

市民サービスの向上を目指して
新庁舎建設の
検討を始めます



広報稲敷平成19年4月号　��　広報稲敷平成19年4月号

登
録
・
狂
犬
病
の
予

防
注
射
は
忘
れ
ず
に

飼
い
犬
は
生
涯
一
度
の
登
録
で

済
み
ま
す
が
、
平
成
７
年
以
前

に
登
録
し
た
犬
は
再
登
録
が
必

要
で
す
。さ
ら
に
、
毎
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、犬
の
死
亡
、住
所
・
所

有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
は
市
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
た
飼
い
主
の
方

は
、
注
射
済
証
明
書
を
持
参
し
、

各
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

①
ハ
ガ
キ

②
手
数
料
１
頭
に
つ
き
３
３
０

■4月18日（水）
田宿公民館	 午前9時50分〜10時10分
稲波公民館	 午前10時30分〜10時50分
古渡公民館	 午前11時10分〜11時30分
野原新田集落センター	 午後1時〜1時20分
鳩崎本郷公民館	 午後1時40分〜2時
佐倉公民館	 午後2時20分〜2時40分
■4月19日（木）
桑山公民館	 午前9時50分〜10時10分
駒塚公民館	 午前10時30分〜10時50分
椎塚公民館	 午前11時10分〜11時30分
岡公民館	 午後1時〜1時20分
田園都市センター	 午後1時40分〜2時
■4月22日（日）
江戸崎庁舎	 午後1時30分〜3時30分

登録・狂犬病予防注射日程

０
円
（
７
年
度
以
降
登
録
済
み
の

犬
）

③
７
年
度
以
降
登
録
し
て
い
な

い
犬
は
、
登
録
手
数
料
２
０
０

０
円
を
含
め
、５
３
０
０
円

狂
犬
病
っ
て

こ
ん
な
に
恐
い

狂
犬
病
は
、
人
と
動
物
が
共
通

に
感
染
す
る
病
気（
人
畜
共
通
感

染
症
）の
中
で
、発
症
す
る
と
必

ず
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
伝
染
病

で
す
。

　
狂
犬
病
に
は
予
防
ワ
ク
チ
ン

が
あ
り
、
わ
が
国
で
は
生
後
90

日
以
上
の
犬
は
、
年
１
回
の
予

防
注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。さ
い
わ
い
日
本

で
は
、
飼
犬
へ
の
予
防
接
種
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
た
め
、
狂
犬

病
の
発
症
例
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
狂
犬
病

発
症
の
危
険
が
無
く
な
っ
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。狂
犬
病
予

防
ワ
ク
チ
ン
も
年
々
改
良
が
加

え
ら
れ
副
作
用
の
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
予
防
接
種
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
の
症
状

怒
り
っ
ぽ
く
、
何
に
で
も
か
み

つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

の
ど
の
筋
肉
が
麻
痺
す
る
た
め

唾
液
を
垂
れ
流
し
、
末
期
は
け

い
れ
ん
発
作
か
昏
睡
状
態
に
陥

り
最
終
的
に
は
死
亡
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
を
怖
が
る
症
状
を

示
す
こ
と
か
ら
恐
水
病
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

曽根共同利用施設	 午後2時30分〜3時30分
■4月13日（金）
堀川共同利用施設	 午前9時30分〜10時30分
太田憩いのプラザ	 午前10時50分〜11時50分
小野寺内田園都市センター	午後1時10分〜2時10分
南部共同利用施設	 午後2時30分〜3時
■4月22日（日）
新利根庁舎	 午前9時30分〜11時30分

釜井田園都市センター	 午前10時30分〜10時50分
伊佐部倉庫	 午前11時10分〜11時40分
旧稲敷農協伊崎支所	 午後1時〜1時20分
下須田新田集会所	 午後1時30分〜1時50分
下須田公民館	 午後2時〜2時20分
■4月6日（金）
幸田集落センター	 午前9時〜9時30分
福田集落センター	 午前9時50分〜10時10分
市崎集落センター	 午前10時30分〜10時50分
東大沼集会所	 午前11時10分〜11時30分
町田集落センター	 午後1時〜1時20分
清水公民館	 午後1時40分〜2時
清水新田団地センター	 午後2時10分〜2時30分
平須集会所	 午後2時40分〜3時
脇川集落センター	 午後3時20分〜3時40分
■4月21日（土）
東庁舎	 午前9時30分〜11時30分

桜川地区
■4月9日（月）
東農村集落センター	 午前9時30分〜10時
原口農村集落センター	 午前10時10分〜10時30分
浮島中央集落センター	 午前10時40分〜11時
戸前農村集落センター	 午前11時10分〜11時30分
上馬渡公会堂	 午後1時〜1時20分
東三次公民館	 午後1時30分〜1時50分
飯出公民館	 午後2時〜2時20分
岡飯出埜口成一氏宅前	 午後2時30分〜2時50分
■4月10日（火）
山来会館	 午前9時40分〜10時
四箇地区コミュニティ消防センター	 午前10時10分〜10時30分
甘田公民館	 午前10時40分〜11時
阿波地区コミュニティ消防センター	 午前11時10分〜11時30分
神宮寺集落センター	 午後1時〜1時30分
羽生公民館	 午後1時40分〜2時
古渡地区コミュニティセンター	 午後2時10分〜2時30分
■4月21日（土）
桜川庁舎	 午後1時30分〜3時30分

登録・狂犬病予防注射日程
東地区
■4月3日（火）
清久島公会堂	 午前9時50分〜10時10分
橋向田園都市センター	 午前10時30分〜10時50分
押砂集落センター	 午前11時10分〜11時30分
佐原組新田集落センター	 午後1時〜1時20分
手賀組新田集落センター	 午後1時40分〜2時
大重中央	 午後2時10分〜2時30分
六角集落センター	 午後2時50分〜3時10分
曲渕公会堂	 午後3時30分〜3時50分
■4月4日（水）
上須田公民館	 午前9時10分〜9時30分
押堀公民館	 午前9時40分〜10時
結佐集落センター	 午前10時20分〜10時50分
上之島倉庫前	 午前11時10分〜11時40分
西代集落センター	 午後1時〜1時30分
八筋川開拓事務所	 午後1時50分〜2時20分
本新婦人ホーム	 午後2時30分〜3時10分
■4月5日（木）
光葉自治会館	 午前9時30分〜10時10分

江戸崎地区
■4月16日（月）
上君山公民館	 午前9時20分〜9時40分
君賀コミュニティセンター	 午前10時〜10時20分
羽賀公民館	 午前10時40分〜11時
村田公民館	 午前11時20分〜11時40分
小羽賀公民館	 午後1時〜1時20分
第１沼田公民館	 午後1時40分〜2時
いこいの家跡地（西町）	 午後2時20分〜2時40分
■4月17日（火）
沼里コミュニティセンター	 午前9時20分〜10時
月出里公民館	 午前10時20分〜10時40分
稲敷農協野菜集配センター	午前11時〜11時30分
荒野生活改善センター	 午後1時〜1時20分
花指公民館	 午後1時40分〜2時
小角集落センター	 午後2時20分〜2時40分

新利根地区
■4月11日（水）
角狸共同利用施設	 午前9時30分〜10時30分
根本５区共同利用施設	 午前10時50分〜11時50分
根本共同利用施設	 午後1時10分〜2時10分
三ツ家公民館	 午後2時30分〜3時
■4月12日（木）
伊佐津公民館	 午前9時30分〜10時30分
寄居共同利用施設	 午前10時50分〜11時50分
新宿共同利用施設	 午後1時10分〜2時10分

予防注射は飼い主の義務です
愛犬の登録と
狂犬病予防注射を忘れずに!!
飼い犬の登録と、狂犬病予防注射を実施します。飼い主の方は、市から
の通知はがきを持参して愛犬といっしょにお近くの会場へお越しくだ
さい。
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）tel.029-894-2327
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法
令
で
定
め
る
事
務
遂

行
の
た
め
に
必
要
な
場

合
。

②
次
の
活
動
を
行
う
た

め
に
閲
覧
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
申
し
出

が
あ
り
、
市
町
村
長
が

こ
の
申
し
出
を
認
め
る

場
合

・
統
計
調
査
、
世
論
調

査
、
学
術
研
究
な
ど
の

う
ち
、公
益
性
が
高
い
場
合

・
公
共
的
団
体（
例
：
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
）が
行
う
地
域
住
民

の
福
祉
に
寄
与
す
る
活
動
の
う

ち
、公
益
性
が
高
い
場
合

・
訴
訟
な
ど
に
よ
る
居
住
確
認

の
場
合

閲
覧
手
続
の
整
備

・
閲
覧
の
利
用
目
的
、
管
理
の

方
法
、
調
査
研
究
の
成
果
の
取

り
扱
い
な
ど
の
明
示

・
閲
覧
し
た
事
項
を
取
り
扱
え

る
者
の
範
囲
の
明
確
化

・
目
的
外
利
用
の
禁
止

住
基
台
帳
の
閲
覧
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　
個
人
情
報
を
守
る
た
め
の
新
し
い
ル
ー
ル

情
報
通
信
技
術
の
発
展
な
ど
に

よ
り
、
個
人
情
報
保
護
へ
の
意

識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
、
だ
れ
で
も
閲

覧
で
き
る
と
い
う
現
行
の
制
度

は
廃
止
し
、
個
人
情
報
保
護
に

十
分
配
慮
し
た
制
度
と
し
ま
し

た
。平
成
18
年
11
月
よ
り
、
住

民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に
き
び
し

い
制
限
を
設
け
ま
し
た
。

　
原
則
と
し
て
、
今
後
は
営
利

目
的
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
で
き
る
場
合
を
限
定

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

督
促
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
！

　
４
月
か
ら
、50
円
㆘
１
０
０
円
へ

し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
賦
課
分
ま
で

の
督
促
手
数
料
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

対
象
と
な
る
主
な
税
な
ど

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
下
水
道
料（
分
担
金
、

使
用
料
）な
ど

●
稲
敷
市
総
務
課
行
政
改
革
推

進
係
（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
２
０
７
）

市
税
な
ど
に
は
納
期
限
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
期
限
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
に
か
か
る
督

促
手
数
料
を
平
成
19
年
度
賦
課

分
か
ら
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
の

50
円
か
ら
１
０
０
円
と
し
ま
し

た
。

　
督
促
を
受
け
る
と
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

資
料
館
企
画
展
３
月
27
日（
火
）〜

　
四
箇
出
身
の
日
本
画
家
、根
本
正
展

な
ど
、
根
本
正
の
青
春
時
代
を

紹
介
し
ま
す
。

▽
会
期
：
３
月
27
日（
火
）〜
５

月
27
日（
日
）

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

（
稲
敷
市
八
千
石
18
番
地
１
）☎
０

２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
企
画

展
「
孤
忠
の
人
根
本
正
〜
青

雲
の
刻
〜
」を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
四
箇
出
身
の
日
本
画

家
・
根
本
正
の
、
初
期
の
作
品

の
中
か
ら
、
郷
土
の
原
風
景
や

終
戦
直
後
の
稲
敷
を
描
い
た
絵

・
第
三
者
提
供
の
禁
止

・
不
正
閲
覧
な
ど
に
対
す
る
報

告
、徴
収
、勧
告
、命
令

・
閲
覧
し
た
者
の
氏
名
、
利
用

目
的
の
概
要
な
ど
の
公
表

罰
則
の
強
化

偽
っ
た
り
そ
の
他
不
正
な
手
段

に
よ
る
閲
覧
や
、
目
的
外
利
用

の
禁
止
に
対
す
る
罰
則
が
強
化

さ
れ
ま
す
。

閲
覧
す
る
場
合

閲
覧
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書

類
、
添
付
書
類
な
ど
の
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
市
民
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
２
０
１
）

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

投
棄
さ
れ
た
建
設
残
土
や
産
業

廃
棄
物
な
ど
の
後
始
末
は
土
地

所
有
者
の
責
任
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。こ
の
点
に
留
意
し
、

く
れ
ぐ
れ
も
業
者
の
巧
み
な
誘

い
に
乗
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す

市
や
県
で
は
、
不
適
切
な
埋
立

て
な
ど
の
行
為
を
防
ぐ
た
め
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報

提
供
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
不
審
な
埋
立
て
な
ど
を
見
か

け
た
ら
、
市
生
活
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

る
許
可
が
必
要
で
す
。無
届
に

よ
る
埋
立
て
や
産
業
廃
棄
物
に

よ
る
埋
立
て
な
ど
を
行
っ
た
場

合
は
関
係
法
令
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

　
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

て
な
ど
を
行
う
面
積
が
５
０
０

平
方
㍍
以
上
５
０
０
０
平
方
㍍

未
満
、
ま
た
は
埋
立
て
な
ど
に

使
用
す
る
土
砂
な
ど
が
５
０
０

立
方
㍍
以
上
の
場
合
は
市
の
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
し
、
面

積
が
５
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の

場
合
に
は
県
の
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
「
稲
敷
市
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
で
は
、
土
地
所
有
者

の
方
も
事
業
者
と
同
様
の
責
務

が
生
じ
ま
す
。土
砂
等
に
よ
る

土
地
の
埋
立
て
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
場
合
は
、
所
定
の
手
続

き
を
し
た
う
え
で
事
業
を
実
施

土
地
の
埋
立
て
を

行
う
に
は

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
違

法
埋
立
て
が
全
国
的
に
問
題
化

し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

て
な
ど（
埋
立
て・盛
土・た
い
積
）

を
行
う
場
合
は
、「
稲
敷
市
土

砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
よ

適用範囲

市条例許可

◦埋立て等を行う面積が、500平方㍍以上5,000平方
　㍍未満の場合
◦埋立て等に使用する土砂などが、500立方㍍以上の
　場合
※上記どちらかでも該当する場合は許可が必要

県条例許可 ◦埋立て等を行う面積が、5,000平方㍍以上の場合

自然環境・生活環境の保全のため
土砂等による土地の埋立てには
許可が必要です
市では、住民の皆さんの健康で安全かつ快適な生活を確保することを目
的として、自然環境・生活環境の保全から、土砂等による土地の埋立て（埋
立て・盛土・たい積）について、「土砂等による土地の埋立て等の規制に関す
る条例」を定めています。対象となる事業などを実施する場合は、事前申
請と市長の許可などが必要です。
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線4405）

し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
を
!!

「
良
い
土
が
あ
る
の
で
、
無
料

で
埋
立
て
ま
す
」「
工
事
用
の

土
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
置
か
せ
て

く
だ
さ
い
」「
優
良
農
地
に
造

成
し
ま
す
」
な
ど
と
言
葉
巧
み

に
地
主
に
了
解
を
と
り
、
市
や

県
の
許
可
を
受
け
ず
に
土
砂
な

ど
の
搬
入
を
は
じ
め
、
山
の
よ

う
に
建
設
残
土
を
盛
土
し
た
り
、

山
林
な
ど
の
傾
斜
地
に
投
棄
し

て
し
ま
う
悪
質
な
ケ
ー
ス
が
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
安
易
に

口
頭
で
了
解
し
て
し
ま
っ
た
り
、

書
類
に
判
を
押
し
た
り
、
金
銭

を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
と
、
後
で
信
頼
の
お
け
な
い

業
者
と
分
か
っ
て
も
違
約
金
な

ど
の
事
を
考
え
、
業
者
の
言
い

な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
悪
質
な
業
者
に
か
か
る
と
契

約
を
盾
に
と
り
、
建
設
残
土
や

産
業
廃
棄
物
な
ど
を
大
量
に
投

棄
し
て
し
ま
い
、
最
後
に
は
業

者
が
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。
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ご
み
の
野
外
焼
却
は
禁
止

　
違
反
す
る
と
１
０
０
０
万
以
下
の
罰
金

焼
き
）は
、完
全
焼
却
が
難
し
く
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
の
発
生
を
招
く
た
め
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
発
が

ん
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

呼
吸
や
食
物
を
通
し
て
人
の
体

内
に
摂
取
・
蓄
積
さ
れ
る
と
、

健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

有
害
物
質
で
す
。

　
ま
た
、
煙
な
ど
に
よ
る
近
所

迷
惑
や
火
災
の
出
火
原
因
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
ご
み
な
ど
の

有
害
な
物
質
が

発
生
す
る
野
焼
き

最
近
、
野
焼
き
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ド
ラ
ム

缶
や
簡
易
な
焼
却
炉
な
ど
を
使

っ
た
野
外
で
の
ご
み
焼
却
（
野

乳
幼
児
・
妊
産
婦
マ
ル
福
の

　
所
得
制
限
が
な
く
な
り
ま
す助

成
が
受
け
ら

れ
る
期
間

・
乳
幼
児
：
平
成

19
年
４
月
診
療
分

か
ら
小
学
校
入
学

前
の
３
月
診
療
分

ま
で

・
妊
産
婦
：
平
成

19
年
４
月
診
療
分

か
ら
出
産
し
た
月

の
翌
月
診
療
分
ま

で受
給
資
格
申
請

対
象
者
に
は
通
知
を
し
て
い
ま

す
。お
早
め
に
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
（
桜
川
庁
舎
は
保
険
課
）
で

申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
稲
敷
市
保
険
課
医
療
福
祉
係

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
０

０
）

市
独
自
の
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
今
年
４
月
の
診
療
分

か
ら
乳
児
、
幼
児（
未
就
学
児
）、

妊
産
婦
の
医
療
福
祉
費
支
給
制

限（
所
得
制
限
）を
廃
止
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
全
て
の
方
が
マ
ル

福
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

対
象
者

・
乳
幼
児
：
平
成
13
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

・
妊
産
婦
：
平
成
19
年
３
月
１

日
以
降
に
出
産
さ
れ
た
方

年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
か
ら
の
変
更
点た

年
齢
に
応
じ
て
加
算
さ
れ

る
、繰
下
げ
支
給
の
再
導
入

・
今
年
４
月
以
後
に
70
歳
に
な

る
人
は
在
職
老
齢
年
金
の
給
付

調
整

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
で
所
得
が
少
な
い
人
は
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。こ
の
制
度
は
、
在
学
期
間

中
の
保
険
料
を
後
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。特
例

期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

４
月
か
ら
の
変
更
点

1
国
民
年
金
保
険
料
・
年
金
額

が
決
ま
り
ま
し
た

・
保
険
料
は
平
成
18
年
度
に
比

べ
月
額
２
４
０
円
あ
が
り
、
月

額
１
万
４
１
０
０
円

・
給
付
年
金
額
は
平
成
18
年
度

と
同
じ

2
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割

制
度
が
始
ま
り
ま
す

3
遺
族
厚
生
年
金
の
一
部
が
変

わ
り
ま
す

で
。申
請
が
遅
れ
て
も
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
・
照
会

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
：
年
金

被
保
険
者
＝
☎
０
５
７
０
︲

０
５
︲
１
１
６
５
／
年
金
受
給

者
＝
☎
０
５
７
０
︲
０
７
︲

１
１
６
５

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
（
土

浦
市
下
高
津
２
︲
７
︲
２
９
）
☎

０
２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
６
９

☆

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

金
属
類
の
盗
難
に
ご
注
意

　
市
内
で
も
盗
難
が
相
次
い
で
い
ま
す
！

願
い
し
ま
す
。

　
も
し
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
や
駐
在
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
警
察
署
☎
０
２
９
︲
８

９
３
︲
０
１
１
０

最
近
、
全
国
的
に
金
属
類
の
盗

難
が
相
次
い
で
お
り
、
市
内
で

も
、
道
路
側
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン

グ
な
ど
の
金
属
類
、
ス
テ
ン
レ

ス
材
の
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
充
分
に
警
戒
、
ご
注
意
を
お

野
外
焼
却
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

違
法
な
焼
却
は

罰
せ
ら
れ
ま
す

違
法
な
焼
却
を
し
た
者
は
、
法

律
で
５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し

く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
、
ま
た
は
こ
れ
が
両
方
科
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
必

ず
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、
各

地
区
の
ご
み
集
積
所
に
出
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
５
）

・
65
歳
以
上
の
妻
へ
の
年

金
の
支
給
方
法
の
変
更

・
子
の
い
な
い
30
歳
未
満

の
妻
へ
の
給
付
は
５
年
で

打
ち
切
り

・
中
高
齢
寡
婦
加
算
の
対

象
年
齢
が
夫
死
亡
時
35
歳

以
上
か
ら
40
歳
以
上
に
引

上
げ

4
老
齢
厚
生
年
金
の
一
部

が
変
わ
り
ま
す

・
65
歳
以
後
に
受
け
取
り

を
希
望
す
れ
ば
、
申
し
出

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　
参
加
へ
の
ご
案
内▽

場
所
：
江
戸
崎
保
健
セ
ン
タ

ー
、
東
保
健
セ
ン
タ
ー　
▽
申

込
：
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
へ
申
し

込
む
。４
月
２
日（
月
）か
ら

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
い
こ
い

の
プ
ラ
ザ
☎
０
２
９
７
︲
６
３

︲
１
０
０
４

市
で
は
高
齢
者
を
対
象
に
「
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」
を
開

催
し
ま
す
。筋
肉
や
関
節
を
伸

ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
、
簡

単
な
筋
ト
レ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
５
日
〜
（
毎
週

火
曜
日
）、
午
前
10
時
〜
11
時　

補
装
具
巡
回
相
談

　
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す

江
戸
崎
甲
１
９
９
２
番
地
／
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
５
７
１
１

▽
必
要
書
類
：
①
身
体
障
害
者

手
帳（
戦
傷
病
者
手
帳
）、②
印
鑑

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
３
２
０
７
）

補
装
具
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
４
月
19
日（
木
）、
６

月
21
日（
木
）、９
月
20
日（
木
）、

10
月
18
日（
木
）、
平
成
20
年
１

月
17
日
（
木
）
／
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　
▽
場
所
：
江

戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
稲
敷
市

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
！

　
４
月
か
ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

識
を
有
す
る
保
育
士
な
ど
を
配

置
し
、次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
子
育
て
な
ど
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
し
ま
す
。

③
子
育
て
親
子
の
交
流
な
ど
仲

間
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

④
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

⑤
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
を
学

ぶ
た
め
の
講
座
な
ど
を
行
い
ま

市
で
は
、
す
べ
て
の
子
育
て
家

庭
を
対
象
に
、
親
子
で
楽
し
く

遊
べ
る
場
所
や
、
育
児
に
つ
い

て
考
え
る
場
と
し
て
の
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
す
。乳
幼
児
と
お
母
さ
ん
が

い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

と
こ
ろ
で
す
。ぜ
ひ
、
お
子
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
に
き
て

く
だ
さ
い
。

内
容

児
童
の
保
育
に
関
し
専
門
的
知

す
。

▽
開
設
：
平
成
19
年
４
月

２
日（
火
）〜　
▽
利
用
：

月
曜
〜
金
曜
日
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時　

▽
場

所
：
稲
敷
市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
／
稲
敷
市
伊
佐
津

３
２
３
９
番
地
１

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課

（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
３
２
４
７
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色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　
２
０
０
７
稲
敷
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

会（
東
庁
舎
・
商
工
観
光
課
内
）☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
９
）

今
年
も
「
２
０
０
７
稲
敷
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
み
な
さ
ん
を
お
出
迎

え
。詳
細
は
新
聞
折
込
チ
ラ
シ

（
４
月
初
旬
予
定
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
日
程
：
４
月
15
日（
日
）　

▽
場
所
：
和
田
公
園
（
稲
敷
市

浮
島
）

▽
主
な
内
容
：
歌
謡
シ
ョ
ー
、

獣
拳
戦
隊
ゲ
キ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ

ョ
ー
、地
元
芸
能
発
表
な
ど

●
稲
敷
市
観
光
協
会
・
稲
敷
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
実
行
委
員

学
校
給
食
費
未
納
問
題

　
戸
別
訪
問
を
強
化
し
認
識
を
求
め
る

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は

未
納
家
庭
に
対
す
る
戸
別
訪
問

の
回
数
を
増
や
し
、
そ
の
実
態

把
握
に
努
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
応
じ
た
対
応
・
対
策
を
強

力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
、

さ
っ
そ
く
春
休
み
中
の
実
施
を

計
画
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
保
護
者
の
果
た
す

学
校
給
食
の
未
納
問
題
。各
報

道
機
関
な
ど
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
今
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
に
、
文
部
科
学
省
か
ら
公

表
さ
れ
た
「
平
成
17
年
度
学
校

給
食
の
徴
収
状
況
」
調
査
結
果

を
見
て
も
、
稲
敷
市
は
未
納
の

児
童
生
徒
数
・
未
納
額
の
総
額

と
も
全
国
・
県
の
平
均
を
大
き

く
上
回
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
２
月
１
日
現
在
、
１
７
６
名

の
保
護
者
（
実
児
童
生
徒
数
３
２

５
名
）が
滞
納
し
て
い
ま
す
。こ

の
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
も
あ
り
、
徐
々
に
改
善
の

方
向
へ
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
依
然
高
い
数
値
を
示
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
２
月
16
日
に
は
、
本
年
度
２

度
目
の
未
納
者
問
題
対
策
会
議

が
開
催
さ
れ
、
現
状
の
確
認
や

今
後
の
取
り
組
み
方
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

日時：４月15日（日）
場所：和田公園（稲敷市浮島）
ご来場をお待ちしています

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
心
身
共
に
健

全
な
発
達
を
し
て
い
く
た
め
に

も
、
給
食
費
の
納
付
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
６
０
１
）整理対象世帯

114世帯

完納：28%
32世帯（約147万円）

未納：72%
82世帯（約602万円）
江戸崎地区	 69世帯（約505万円）
新利根地区	 11世帯（約81万円）
東地区	 2世帯（約16万円）

学校給食費未納者徴収訪問結果
（平成15、16、17年度分）

平成19年1月1日現在

べ
き
責
任
を
認
識

し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
学
校
便
り

や
給
食
便
り
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
報
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
合
の
場
な
ど

を
活
用
し
た
啓
発

活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
と
し
ま

し
た
。

　
給
食
費
を
長
く

滞
ら
せ
て
し
ま
い
、

納
付
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
事
例
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

分
納
で
の
納
付
も

受
け
付
け
て
い
ま

桂銀淑 野中ゆり

informationくらしと情報

ニ
ス
コ
ー
ト　
▽
種
目
：
男
子

ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

▽
参
加
資
格
：
オ
ー
プ
ン　
▽

参
加
料
：
１
組
２
０
０
０
円　

▽
申
込
方
法
：
「
稲
敷
市
春
季

テ
ニ
ス
大
会
申
し
込
み
」
と
書

き
、
必
要
事
項（
①
種
目
②
申
込

ペ
ア
の
氏
名
③
電
話
番
号
④
所
属

ク
ラ
ブ
名
）
を
明
記
し
て
江
戸

崎
体
育
館
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
９

︲
８
９
２
︲
８
６
６
２
）
で
申
し

込
む　
▽
申
込
期
間
：
４
月
10

日（
火
）〜
５
月
11
日（
金
）※
必

着●
稲
敷
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・

増
田
直
文
＝
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
４
８
４
５
／
矢
崎
吉
則
＝

☎
０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
７
３

３
プ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン

会
員
募
集

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
同
好
会
『
プ
リ

テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン
』
で
は
、
初

級
程
度
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
楽

し
む
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間
：
５
月
１
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
▽

時
間
：
午
後
７
時
30
分
～
８
時

30
分　
▽
場
所
：
江
戸
崎
総
合

運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ　
▽
会
費
：
１
ク
ー
ル
２

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

▽
受
験
資
格
：
①
昭
和
53
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
②
昭
和
61
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大
学

を
卒
業
（
平
成
20
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
人
事

院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方　
▽
試
験
内
容
：
大
学

卒
業
程
度　
▽
申
込
期
間
：
４

月
２
日（
月
）
～
４
月
13
日（
金
）

▽
試
験
日
：
１
次
試
験
＝
６
月

10
日（
日
）、
２
次
試
験
＝
７
月

23
日
（
月
）
～
26
日
（
木
）
の
い

ず
れ
か
１
日

●
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係
☎
０
４
８
︲
６
０
０

︲
３
１
１
１
（
内
線
２
０
９
５
、

２
０
９
７
）
／
HPhttp://w

w
w.

kantoshinetsu.nta.go.jp/

稲
敷
市

春
季
テ
ニ
ス
大
会
開
催

稲
敷
市
体
育
協
会
と
稲
敷
市
硬

式
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
春
季
テ
ニ

ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
：
5
月
20
日（
日
）※
予

備
日
5
月
27
日（
日
）　
▽
受
付

時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜　
▽

会
場
：
桜
川
総
合
運
動
公
園
テ

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員 市教育相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-0121（直通）
面接・電話：火・水・木
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用可
（市内小中学校に限る）。全て予約制のため
事前にお問い合わせください。

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780（直通）

面接（予約）：火・木
午前9時〜正午

新利根中学校相談室
tel.0297-87-5033（直通）

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします

▽子どもホットライン tel.029-221-8181（24時間受付　※午前零時〜9時は留守番電話）fax.029-302-2166　http://www.
edu.pref.ibaraki.jp/kodomo/top.htm　▽子どもの教育相談（面接・電話）茨城県教育研修センター内（笠間市平町1410）
tel.0296-78-2333（月・火・木・午前9時〜午後6時30分、水・金・午前9時〜午後4時30分）　▽生徒指導相談（面接・電話）県南教
育事務所内（土浦市真鍋5-17-26）tel.029-823-6770（火・木・金・午前9時〜午後6時30分、月・水・午前9時〜午後4時30分）　　
▽児童相談（面接・電話・訪問）茨城県土浦児童相談所（土浦市中高津2-10-50）tel.029-821-4595（月〜金・午前8時30分〜午後5
時15分）　▽人権相談（面接・電話）水戸地方法務局竜ケ崎支局（竜ヶ崎市2985）tel.0297-64-2607（月〜金・午前8時30分〜午
後5時）　▽茨城いのちの電話 tel.029-855-1000（毎日：24時間）・029-255-1000（毎日：午後1時〜8時）

０
０
０
円　
▽
受
付
：
開
催
日

時
に
会
場
で
受
付

●
江
戸
崎
体
育
館
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
８
６
６
１

ラ
イ
フ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
教
室

▽
期
日
：
４
月
15
日（
日
）、
29

日（
日
）

体
育
の
家
庭
教
師
コ
ー
ス

▽
時
間
：
午
前
10
時
～
11
時

▽
対
象
：
小
学
１
～
６
年
生

▽
内
容
：
体
力
測
定
必
勝
法

（
５
月
以
降
は
４
月
の
始
め
に
連

絡
）　

▽
参
加
費
：
ビ
ジ
タ
ー

＝
１
回
６
０
０
円
、
ラ
イ
フ
Ｄ

Ａ
Ｙ
会
員
＝
１
回
１
０
０
円

初
心
者
卓
球
教
室

▽
時
間
：
午
前
９
時
～
10
時

▽
参
加
費
：
ビ
ジ
タ
ー
＝
１

回
６
０
０
円
、
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

会
員
＝
１
回
１
０
０
円

中
級
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▽
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時

▽
内
容
：
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ダ

ブ
ル
ス
の
や
り
方
な
ど　

▽

参
加
費
：
ビ
ジ
タ
ー
＝
１
回

８
０
０
円
、
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
会

員
＝
１
回
２
０
０
円

●
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
代
表
：
大
黒
）
☎
０
８
０
︲
３

２
０
４
︲
２
４
６
２



広報稲敷平成19年4月号　1213　広報稲敷平成19年4月号

稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜
	 日曜＝午前9時〜
囲碁教室	 月曜 午後１時〜
カラオケ教室	 火・土曜 午後１時30分〜
梅さんの落語会	 4月6日（金） 午前10時30分〜
太極拳教室	 4月11日（水） 午後1時30分〜
生花教室	 4月19日（木） 午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 4月20日（金） 午後2時〜
手話愛好会	 4月20日（金） 午後7時〜
料理教室	 4月23日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室	 4月23日（月） 午後１時〜
絵手紙教室	 4月25日（水） 午後1時30分〜
茶道教室	 4月26日（木） 午後1時30分〜

▪休日診療当番医　診療時間：午前9時から午後4時まで
4月1日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 印南クリニック（阿見）tel.029-834-2222
	 うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
	 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
4月8日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
	 鴻巣クリニック（龍ケ崎）tel.0297-61-0151
	 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
4月15日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
	 湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
	 さくらクリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-1211
	 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
4月22日（日）	 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
	 青木医院（龍ケ崎）tel.0297-64-3131
	 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
4月29日（日）	 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
	 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
	 はたの内科松葉クリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-7282
	 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
4月30日（日）	 江戸崎眼科医院（佐倉）tel.029-892-0262
	 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
	 朝野循環器科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0178
	 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
5月3日（木）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
	 細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
	 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
※都合により変更になる場合がありますので、確認してから
お出かけください。

informationくらしと情報 informationくらしと情報

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日・祝日は行っていませんの
でご注意ください。
曜日	 診療時間	 医療機関名
月	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
火	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
水	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
木	 午後６時〜９時	 龍ケ崎済生会病院③
金	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
日	 午前９時〜正午	 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃	 正午〜午後３時	 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

納期限5月1日（火）
固定資産税：1期
介護保険料：1期
国民健康保険税：1期

犬猫引取 4月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場
所：江戸崎庁舎第2駐車場奥
／日時：4月12日（木）、26日
（木）、午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

発生件数：19（37）
　負傷者：23（46）
　　死者：0（0）
※2月1日〜28日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：48,642人（-49）
　　男：24,077人（-44）
　　女：24,565人（-5）
世帯数：14,877戸（-20）
※3月1日現在。（ ）は前月比

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
4月5日（木）	 　、　、　	 江戸崎公民館
4月12日（木）	 　、　、　	 ふれあいセンター
4月17日（火）	 　	 	 江戸崎庁舎
4月18日（水）	 　	 	 新利根庁舎
4月19日（木）	 　、　、	 	 桜川庁舎
4月26日（木）	 　、　、　	 東庁舎
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。4月9日（月）・午前8時30分から
受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）
　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）
　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪交通事故相談
日時：4月18日（水）・午前10時〜午後3時（正午〜午後1時を除く）
／会場：茨城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：4月26日（木）・午前10時〜午後4時／場所：各公民館・生
涯学習センターほか／申込：要予約（会場含め）
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
▪子育てカレンダー　活動時間：午前10時～ 11時30分
□子育て支援センター :新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
4月10日（火）	 はじめまして会	 	 	 定員なし
4月12日（木）	 あかちゃん広場（0歳）	 	 定員15組
4月17日（火）	 りすちゃん広場（1歳〜1歳半）	 定員15組
4月19日（木）	 うさちゃん広場（１歳半～２歳半）	 定員15組
4月24日（火）	 くまちゃん広場（２歳半～）		 定員15組
4月26日（木）	 サロンの日	 	 	 定員なし
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
4月10日（火）	 はじめまして会	 	 	 定員なし
4月18日（水）	 子育て広場	 	 	 定員なし
4月25日（水）	 子育て広場	 	 	 定員なし
□子育て支援センターの事業内容
▽育児講座：育児の参考になる専門家のお話をききます。　▽育
児相談：電話相談＝新利根つば保育園tel.090-2210-7355、江戸
崎保育園tel.090-3232-2680 ／面接相談＝直接会って一緒に考
えます。／子育てトーク＝親子のグループに担当者が加わり、気
軽に子育てについて話し合います。／訪問相談＝希望に応じて来
園が無理な方のお宅に出向き相談に応じます。　▽乳幼児給食体
験：離乳食、完了食を味わい、子ども達の食生活の向上に役立てま
す。　▽サークル支援：場所の提供や遊びの紹介、サークル運営
のアドバイスを行ないます。　▽園庭・プール開放：月～金曜日・
午前９時～午後４時（祝日は除く）※プールは７・８月のみ（午前11
時30分～午後２時30分）▽設定活動：リズム・体操遊び＝年齢に合
わせたリズム遊びなどを親子で楽しみ、育児に生かしてもらいま
す。わらべ歌や赤ちゃん体操、読み聞かせなども取り入れていま
す。／行事活動＝季節の行事に合わせ製作したり、園児と一緒に
参加します。／園外活動＝園児と一緒の遠足体験や、近隣公園で
のゲーム体験などを行います。　▽一時保育：詳細は、各センタ
ーにお問い合わせください。　▽地域交流
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5a

6

に
よ
る
寸
劇
を
通
じ
て
再
認
識
し
た
よ

う
で
し
た
。

4
絵
画
の
寄
贈

こ
の
た
び
、
黒
田
政
明
さ
ん
（
下
須
田
）

か
ら
市
へ
自
作
絵
画
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。黒
田
さ
ん
は
、
県
ふ
る
さ
と
美

術
展
で
入
賞
す
る
な
ど
の
経
歴
が
あ
り
、

今
回
寄
贈
さ
れ
た
絵
は「
湖
上
の
帆
船
」

と
題
し
た
霞
ヶ
浦
の
帆
掛
け
舟
を
題
材

と
し
た
作
品
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

5
薬
師
後
遺
跡
現
地
説
明
会

圏
央
道
建
設
に
よ
り
出
土
し
た
、「
薬

師
後
遺
跡
」（
椎
塚
）
の
現
地
説
明
会
が

２
月
17
日
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
遺
跡

は
古
墳
時
代
後
期
〜
奈
良
・
平
安
時
代

に
か
け
て
営
ま
れ
た
集
落
跡
で
、
約
１

０
０
軒
も
の
住
居
跡
や
掘
立
柱
建
物
跡
、

た
く
さ
ん
の
遺
物
も
出
土
し
ま
し
た
。

6
ハ
ッ
ス
ル
き
っ
ず
隊
に
柴
小

高
齢
者
の
祭
典「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク（
全

国
健
康
福
祉
祭
）」
が
今
年
11
月
に
茨
城

県
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
が
各
都
道
府

県
の
選
手
団
を
応
援
す
る
「
一
校
一
県

交
流
運
動
（
ハ
ッ
ス
ル
き
っ
ず
隊
）」が
行

わ
れ
ま
す
。こ
の
運
動
に
柴
崎
小
学
校

が
参
加
。２
月
20
日
に
同
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
が
同
学
校
を
訪
問
、
指
定
書
の
交
付

と
大
会
の
PR
を
し
ま
し
た
。

で・き・ご・と
2-3月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

1
秋
篠
宮
様
が
稲
波
干
拓
で

オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
を
観
察

山や
ま

階し
な

鳥
類
研
究
所
総
裁
の
秋
篠
宮
様
が
、

天
然
記
念
物
の
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の
観
察

に
２
月
13
日
、
市
内
の
稲
波
干
拓
を
訪

れ
ま
し
た
。秋
篠
宮
様
は
堤
防
上
か
ら
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
コ
ー
プ
で
水
田
で
え
さ

を
つ
い
ば
む
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
を
観
察
し

ま
し
た
。秋
篠
宮
様
は
、
江
戸
崎
雁
の

郷
友
の
会
事
務
局
長
の
茂
木
光
雄
さ
ん

（
小
角
）
か
ら
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の
生
態
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、「
こ
こ
で
は
何

を
食
べ
て
い
る
の
？
」
な
ど
と
熱
心
に

質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2
下
水
道
作
文
で
知
事
賞

穴
澤
奏か
な
未み

（
江
戸
崎
小
学
校
３
年
生
）
さ

ん
が
、
県
主
催
の
「
下
水
道
促
進
週
間

コ
ン
ク
ー
ル
」の
作
文
部
門
で
、
見
事
、

知
事
賞
に
入
選
し
ま
し
た
。作
文
で
は
、

「
環
境
を
大
切
に
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

3
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

江
戸
崎
公
民
館
を
会
場
に
、「
い
な
し

き
女
と
男
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
２
月
18
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
４
３
０
名
の
市
民
は
、
性

別
に
よ
る
現
在
の
格
差
社
会
の
問
題
点

を
、
樋
口
恵
子
氏
（
東
京
家
政
大
学
名
誉

教
授
）
の
講
演
や
は
ら
ん
き
ょ
う
の
会

1

24 3

5c

5b
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こうのの大福
電話：029-894-2005
住所：稲敷市堀之内358番地1
営業：午前9時～午後6時（大福はな
くなり次第終了）

定休：毎月10、20、30日、臨時休
業あり

お
店
紹
介

今
月
は
、「
こ
う
の
の
大
福
」（
堀

之
内
）
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

社
長
は
3
代
目
の
鴻
野
伸
夫
さ

ん
。お
店
は
明
治
年
間
の
創
業

で
、
最
初
は
飴
な
ど
を
扱
う
駄

菓
子
屋
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

和
菓
子
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
伸
夫
さ
ん
が
お
店
を
手

伝
い
始
め
た
昭
和
35
年
頃
か
ら
。

当
時
は
、
何
種
類
か
の
和
菓
子

を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
番

人
気
の
大
福
が
お
店
の
看
板
商

品
と
な
り
ま
し
た
。当
初
は
餅

が
固
く
な
っ
た
り
と
失
敗
も
あ

り
ま
し
た
が
、
日
々
研
究
を
積

み
重
ね
、
現
在
の
味
に
た
ど
り

着
い
た
そ
う
で
す
。

プレゼント
こうのの大福から読者の方15名に
「こうのの大福（12個入り）」をプレ
ゼント！ドシドシご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①
今月のお題「こしあん派？つぶあん
派？（あれば理由も）」②郵便番号、③
住所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番号）
を書いてご応募ください。▽応募先：
〒300-0595 ／広報稲敷「うまいも
んプレゼント④」係▽締切：4月20
日（金）消印有効。▽注意：応募は一
人一通／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
21
回

絹大福（こしあん）、赤大福（つぶあん）、草大福（よもぎ味）の３種類の大福

プレゼント商品の大福の詰め合わせ
セットです。

お
勧
め
商
品
は
？

お
勧
め
は
も
ち
ろ
ん
、名
物「
こ

う
の
の
大
福
」。皮
に
使
う
も

ち
米
は
地
元
で
穫
れ
る
満
月
と

い
う
種
類
。つ
く
る
直
前
に
、

精
米
、
洗
米
、
製
粉
を
行
う
こ

と
で
お
米
本
来
の
風
味
を
活
か

し
て
い
ま
す
。あ
ん
は
や
わ
ら

か
な
舌
触
り
と
上
品
な
甘
さ
に

仕
上
げ
て
い
ま
す
。そ
の
二
つ

が
組
み
合
わ
さ
り
、
皮
と
あ
ん

が
50
対
50
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

の
大
福
が
完
成
で
す
。

　
大
福
に
は
保
存
料
が
一
切
入

っ
て
い
な
い
の
で
、
日
持
ち
が

し
な
い
夏
の
間
は
販
売
し
ま
せ

ん
。そ
ん
な
と
こ
ろ
に
職
人
の

こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
す
ね
。

皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります。

第12回　高
たか
田
だ
房
ふさ
枝
え
さん

プロフィール
日本画家。雅号＝須

す
川
せん
。須賀

津出身。昭和9年生れ。73歳。
県芸術祭で昭和61年から9
年連続で入選。日本美術団体
風子会展で平成3年に奨励
賞。国際美術大賞に平成4年
入選。日本の美術〜アートア
カデミージャパン展で平成
10年11年と2年連続入賞。
●茨城県稲敷市須賀津946
番地1／ tel.029-894-3358

今月は、ボタンやアジサイなどの花
を中心に描き、繊細な表現で高い評
価を得ている日本画家の高田房枝
（須賀津）さんです。

絵を描くきっかけは？
私は若くして夫を亡くしました。そ
んな自分の心を整理するため、公民
館の絵画講座に参加し水彩画を習い
始めました。その間、展覧会などで
日本画の素晴らしさに触れ、日本画
を描くようになりました。とにかく
日本画の色使いとやわらかさ、濃淡
の美しさに惹かれたんです。その後、
落ちてもいいから展覧会に出してみ

なと勧められ、昭和61年に県芸術
祭に出品し初入選することが出来ま
した。振り返ると私は小さい時から
絵が大好な子どもでした。小学校の
頃は学校から頼まれて、兵隊さんの
慰問袋に絵を描いたりしていまし
た。また、四箇出身の日本画家、根本
正先生が自転車に乗っているのを見
かけ、先生の絵が好きだった私は、
自転車の荷台をつかまえて、「ツバ
キの絵を描いて！」とせがんだのを
覚えています。

日本画の魅力
日本画は独学で学びました。花を主

に描いていますが、花だけでも奥が
深く、いろいろ描きたいものはある
んですが、他の題材までとても追い
きれないです。花を描く時は、本物
を観察しながら描きます。そのため
にヒマワリでもアジサイでも実際に
栽培しています。咲いているものを
観察しながら書かなければ、花本来
の美しさは描けないんです。

今後の目標は？
絵はお世話になった人への恩返しだ
と思って書いています。皆さんに見
ていただけるような機会をつくりた
いですね。

稲 敷 で 生 き る 人 々

大福づくりにいそがしい、作業所内の
様子。
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	 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111

保健センター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。
5月14日（月）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 東保健センター	 要予約
5月24日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター	 要予約
5月24日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 要予約

乳幼児予防接種
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。5月実施分は4月20日（金）から受け付け。
5月11日（金）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約
5月17日（木）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 ふれあいセンター	 要予約
5月22日（火）	 三種混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
5月29日（火）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約

マタニティースクール
申込：対象者には通知。予約制。ふれあいセンターへ申し込む。
5月17日（木）	 マタニティースクール①	 午前10時〜午後3時	 江戸崎保健センター	 要予約
5月25日（金）	 マタニティースクール②	 午前10時〜午後3時	 江戸崎保健センター	 要予約

離乳食相談・住民健康相談
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。担当：保健師・栄養士
5月22日（火）	 午前10時〜11時	 東保健センター

検診
詳細は、「保健行事予定表」（3月配布済み）を参照。
総合検診
申込：予約制。5月8日（火）〜10日（木）にふれあいセンターへ申し込む。
5月26日（土）、27日（日）	 総合健診	 午前7時、8時、9時、10時	 ふれあいセンター	 要予約
5月28日（月）	 総合健診	 午前7時、8時、9時、10時	 根本共同利用施設	 要予約
5月29日（火）	 総合健診	 午前7時、8時、9時、10時	 いこいのプラザ	 要予約
婦人科検診
申込：予約制。4月3日（火）〜5日（木）にふれあいセンターへ申し込む。
5月7日（月）〜10日（木）	 婦人科検診	 正午〜	 江戸崎保健センター	 要予約

献血
5月30日（水）	 献血	 午前9時30分〜11時30分	 桜川庁舎

と子宮がんにかかる率が高くなりま
す。定期検診を受けましょう。
▽対象年齢：20歳〜

乳がん検診
乳がんは昭和25年頃から増え始め、

　　　子宮がん・乳がん検診を！
　　　　　毎年5000人もの方が亡くなっています

昭和60年には子宮がんの死亡数を上
回りました。乳がんは自分で注意すれ
ば見つけやすいがんで乳房の中に固く
て痛みのないしこりがみつかります。
▽対象年齢：30歳〜

☆
※詳細は「保健行事予定表」（3月配布済
み）を参照。

子宮がん検診
日本で子宮がんが原因で死亡する方
は、約30年前は毎年7,000人もいま
した。今もなお約5,000人もの方が毎
年亡くなっています。30歳を超える

ウォーキングの基礎を学び、健康効果
を高める歩き方を身につけます。ウォ
ーキングはメタボリックシンドロー
ム・生活習慣病予防や足腰の筋力向上、
肥満予防・改善にお勧めです。
▽日時：5月1日（火）〜平成20年3月
4日（火）（全11回）午前10時〜11時
30分　▽場所：ふれあいセンター

3しぼれ！体脂肪教室
検診結果で「要指導」や「太りぎみ」だ
った方、健康的に減量や体重維持した
い方、メタボリックシンドローム・生
活習慣病予防のための教室です。ライ
フスタイルを見直し、栄養と運動の基
礎知識を身につけます。
▽日時：5月10日（木）〜7月19日（木）
（全10回）午前10時〜11時30分　▽

　　　健康講座スタート！
　　　　　健康のため、体力づくりに努めましょう

新年度から4つの健康講座を開催しま
す。ぜひご参加ください。

1バランスボール＆
リフレッシュ体操
バランスボールは、楽しみながらバラ
ンス感覚を養ったり、全身の筋肉を引
き締める効果があります。ストレッチ
マット、ステップ台、バランスディス
クなどの器具を使用して、心身をほぐ
し、楽しく身体を動かします。運動不
足解消、肥満予防、肩凝り・腰痛予防な
どにも効果があります。
▽日時：5月11日（金）〜7月13日（金）
（全10回）午前10時〜11時30分　▽
場所：ふれあいセンター

2ふれあいウォーキング

場所：ふれあいセンター

4体力アップ教室
〜若さを保つ体づくり〜
しなやかな身体をつくるストレッチ、
ハリのある身体をつくる筋力トレーニ
ング、脂肪を燃やす有酸素運動を取り
入れ総合的に若さを保つ身体づくりを
目指します。
ふれあいセンター会場
▽日時：5月9日（水）〜7月11日（水）
（全10回）午前10時〜11時30分
江戸崎体育館会場
▽日時：5月8日（火）〜7月31日（火）
（全10回）午前10時〜11時30分

申込
各教室とも、4月27日（金）までに、ふ
れあいセンターで、申込用紙に必要事
項を記入し保険料を添えて申し込んで
ください。（電話申込可）

です。輸血用の血液が大変不足してい
ます。皆様のご協力をお願いします。
▽日時：4月26日（木）①午前10時〜

　　　成分献血にご協力ください
　　　　　身体に優しい献血です。

成分献血とは、血小板と血
けっ
漿
しょう
だけをい

ただく献血方法です。回復が遅い赤血
球は、お返しする「身体に優しい献血」

11時30分、②午後1時〜2時30分、
③午後2時10分〜3時40分　▽場
所：市役所桜川庁舎前　▽申込：完全
予約制です。4月13日（金）までに。ふ
れあいセンターへ申し込む。　▽対象：
各時間4人／ 54才以下／体重50㎏
以上
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スポーツ

スポ少駅伝大会

「第2回市スポーツ少年団駅伝大会」が
2月25日江戸崎総合運動公園を会場
に行われ、スポーツ少年団に加盟する
57チームが参加しました。
大会結果
▽男子Aの部（5・6年）：優勝＝新利根
エンゼルス1、準優勝＝新利根FCビ
ートルズ1、第3位＝江戸崎レッドス
ターズ1　▽男子Bの部（3・4年）：優
勝＝江戸崎ドリーム1、準優勝＝西部
インパルス1、第3位＝江戸崎パイレ
ーツ1　▽女子Aの部（5・6年）：優勝
＝江戸崎ドリーム1、準優勝＝桜川ミ
ニバスケットボールクラブ1、第3位
＝江戸崎ドリーム2　▽女子Bの部
（3・4年）：優勝＝江戸崎ドリーム1、準
優勝＝桜川ミニバスケットボールクラ
ブ1、第3位＝江戸崎ドリーム2

楽しくテニス教室

全くラケットを握ったことのない人、
少しだけやったことのある人などの初
心者を対象とした教室です。日頃運動

す。音楽に合わせて楽しく汗をかきま
しょう。
▽日時：5月9日〜6月27日（毎週水曜
日、全8回）午後7時30分〜8時30分
▽場所：新利根総合運動公園体育館　
▽参加費：2,000円（教室初日に徴収）　
▽申込：4月16日（月）から生涯学習
課（tel.0297-87-3439）へ電話で申し込
む（平日のみ）　▽定員：50名程度

学校体育施設開放事業

地域のスポーツ振興を図るため、学校
の体育施設を無料で開放します。
▽開放施設：市内の全小中高等学校の
体育施設　▽利用時間：平日＝午後5
時〜午後10時、土日・祝日＝午前9時
〜午後10時　▽団体登録：利用を希
望する団体は生涯学習課へ団体登録申
請をしてください。登録には①市内在
住・在勤で10人以上の団体、②スポー
ツ安全保険などに加入、③非営利目的、
などの条件があります。スポーツ安全
保険
スポーツ安全保険とは、アマチュアの
スポーツ、文化、ボランティア活動な
どの団体を対象に、公益法人のスポー
ツ安全協会が運営している保険です。
グループ活動中の事故や、往復中の事
故に対して、傷害保険、賠償責任保険、
共済見舞金が契約に含まれます。
●（財）スポーツ安全協会
HPhttp://www.sportsanzen.org
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利
根庁舎）tel.0297-87-3439

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー4月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 1	 2	 3	 4	 5	 6	 7
	 8	 9	 10	 11	 12	 13	 14
	 15	 16	 17	 18	 19	 20	 21
	 22	 23	 24	 25	 26	 27	 28
	 29	 30

江戸崎図書室休室
毎週月曜日、4月24日
新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

妹、清く貧しく美しく」赤川次郎、「風
は山河より・第4巻」宮城谷昌光ほか
▽朗読CD：「鬼平犯科帳シリーズ」池
波正太郎ほか　▽ビデオテープ：「古
典落語名作選（1〜10）ほか　▽
DVD：「ミュンヘン」ほか

江戸崎図書室

新着図書
「この庭にー黒いミンクの話」梨木香
歩、「その街の今は」柴崎友香、「ひとが
た流し」北村薫、「夢を与える」綿矢り
さ、「空飛ぶタイヤ」池井戸潤、「子育て
侍」佐伯泰英ほか

子ども映画会
▽題名「そらとぶねこざかな」（アニメ）
▽日時：4月7日（土）、8日（日）午後2
時〜（上映時間23分）　▽申込：当日、
図書館カウンターへ申し込む　▽定員
70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
▽日時：4月29日（日）午前10時30
分〜

4月の展示
ガーデニングを楽しもう
空中に吊るしたり、壁掛けで楽しむハ
ンキングバスケットで、立体花壇を演
出してみませんか。上手に植えて美し
く咲かせる栽培のポイントを解説した
本を集めてみました。

新着資料
▽図書：「図書館危機」有川浩、「三人姉

図書館・公民館図書室共通

読書週間に図書スタンプラリー
図書館・図書室では、4月23日から
の子どもの読書週間にちなんで、「図
書スタンプラリー」を開催します。本
を1冊借りるごとに押してもらえるス
タンプを10個集めると、ステキなプ
レゼントがもらえます。
▽日程：4月24日（火）〜5月12日（土）
▽場所：図書館、各公民館図書室　▽
資格：中学生まで　▽方法：図書館、
公民館図書室のカウンターへ申し込む

市立図書館

「古典を読む会」会員募集
枕草子、方文記、従然草など古典文学
の楽しみ方を学んでみませんか？
▽日時：毎月第2土曜日、午後2時〜
▽場所：市立図書館（会議室）　▽申込：
5月10日（木）までに。図書館へ電話ま
たはカウンターで申し込む。

新着図書（図書館）
「四文字の殺意」
夏樹静子、「夢を
与える」綿矢りさ、
「もう一日」ミッ
チ・アルボム
※写真左から

不足を感じている方、この機会に楽し
くテニスを始めてみませんか？
▽日時：4月24日〜6月19日（毎週火
曜日、全8回、5月1日を除く）午前9時
30分～ 11時　▽場所：江戸崎総合運
動公園テニスコート（雨天時は体育館）
▽参加費2,000円（教室初日に徴収）　
▽申込：4月3日（火）から江戸崎総合
運動公園体育館（tel.029-892-8661）へ
電話で申し込む（月曜は除く）　▽定員
20名　▽その他：貸しラケットあり。
雨天時は室内シューズ持参

バランスボール＆
ストレッチ教室

バランスボールを使った、ストレッチ
や筋力アップを行う教室です。バラン
スボールは、狭い場所でも簡単に出来
る運動です。
▽日時：5月10日〜6月28日（毎週木
曜日、全8回）午前10時30分〜11時
30分　▽場所：江戸崎総合運動公園
体育館サブアリーナ　▽参加費：
2,000円（教室初日に徴収）　▽申込：江
戸崎総合運動公園体育館（tel.029-	
892-8661）へ電話で申し込む。4月
17日（火）〜（月曜は除く）　▽定員：
30名　▽その他：バランスボールは
事務局で用意。

初級エアロビクス教室

有酸素運動であるエアロビクスは、全
身持久力を高め脂肪を燃焼してくれま
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

黄
の
椿
今
開
か
ん
と
ほ
ほ
え
め
る	

岡
村
敏
子（
新
山
）

名
草
の
芽
呼
び
覚
ま
さ
れ
し
昨
夜
の
雨	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

来
て
見
れ
ば
踏
み
場
な
い
ほ
ど
犬
ふ
ぐ
り	

武
部
三
郎（
小
角
）

裾
野
ま
で
雪
の
ば
し
け
り
富
士
の
山	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

水
仙
を
咲
か
せ
て
い
つ
も
留
守
の
家	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

散
る
花
と
咲
く
花
あ
り
て
梅
見
ご
ろ	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

桐
箱
を
明
け
て
安
堵
の
雛
の
顔	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

お
ぼ
つ
か
ぬ
両
手
で
母
と
雛
飾
る	

根
本
京
子（
高
田
）

晴
れ
ば
れ
と
二
月
の
景
を
映
す
湖	

溝
口
民
城（
高
田
）

土
色
の
上
に
重
な
る
落
椿	

福
本
き
み
え（
新
山
）

朝
日
浴
び
岬
に
な
だ
る
野
水
仙	

小
林
文
子（
根
宿
）

春
耕
や
牛
ひ
く
農
夫
思
い
出
す	

下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

桜
草
達
者
な
れ
ど
も
忘
れ
癖	

代
静（
犬
塚
）

福
寿
草
野
良
着
の
お
ば
の
庭
先
に	

篠
田
啓
子（
新
山
）

白
椿
活
け
て
明
る
し
厨
窓	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

切
干
や
天
気
続
き
て
三
回
目	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

切
干
の
匂
い
の
中
の
老
母
の
手	

高
須
湖
城（
浮
島
）

恋
猫
を
叱
る
女
の
声
高
し	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

ポ
ッ
チ
リ
と
芽
吹
く
牡
丹
に
託
す
夢	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

立
春
と
云
う
字
の
太
き
暦
か
な	

永
長
小
夜（
古
渡
）

猫
柳
活
け
て
明
る
き
美
容
院	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

真
っ
赤
な
陽
沈
む
街
並
日
脚
伸
ぶ	

埜
口
信
子（
阿
波
）

桜
木
の
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
る
ふ
た
り
連
れ	

山
本
笙
水（
甘
田
）

長
生
き
を
申
訳
な
く
思
い
つ
つ
医
療
保
険
の
金
額
を
見
る	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

一
週
間
居
た
か
ら
去
ぬ
と
腰
あ
げ
る
婚
家
に
戦
果
胸
算
す
る
娘	

上
村
喜
佐
子（
小
角
）

紺
碧
の
空
に
似
合
わ
ず
黒
い
鳥
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
鮮
や
か
な
り
き	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
上
る
姿
を
映
し
出
す
鏡
に
わ
れ
と
母
の
面
影
重
な
る	
小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

親
が
子
を
子
が
親
を
殺
め
る
テ
レ
ビ
消
し
厨
に
ふ
き
ん
息
つ
め
て
絞
る	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

小
さ
き
手
に
豆
を
握
り
て
福
は
内
声
高
く
撒
く
二
歳
の
曾
孫	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

足
腰
の
痛
み
に
悩
む
人
多
し
電
気
治
療
に
通
う
よ
吾
も	

松
本
静
子（
西
町
）

居
る
筈
の
な
き
亡
夫
そ
こ
に
居
る
よ
う
な
思
い
が
絡
む
独
り
朧
夜	

三
島
文
子（
佐
倉
）

雪
降
ら
ず
白
く
も
な
ら
ぬ
我
が
吐
息
今
年
の
暦
も
一
枚
め
く
り
て	

山
本
彰
治（
高
田
）

本
當
に
君
が
望
ん
で
い
る
事
を
気
付
か
ず
に
い
て
暁
は
差
す	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

朝
拝
む
佛
壇
の
前
に
陽
が
の
び
て
寒
き
わ
が
背
を
温
め
て
く
れ
る	

諸
岡
久
子（
下
太
田
）

言
葉
た
く
み
、言
葉
少
な
き
人
と
ゐ
て
少
な
き
人
は
さ
は
や
か
に
好
き	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

使
う
こ
と
な
か
り
し
ま
ま
に
七
輪
は
祖
母
を
し
の
ば
せ
棚
に
奥
ま
る	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

捨
て
ら
れ
て
人
も
ま
ば
ら
な
ビ
ル
街
の
坂
に
ぶ
ざ
ま
な
バ
イ
ク
寂
し
き	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

あ
た
た
か
き
光
を
背
な
に
受
け
と
め
て
庭
草
を
引
く
影
と
ふ
た
り
で	

永
長
小
夜（
古
渡
）

真
夜
覚
め
て
風
の
音
遠
く
聞
き
な
が
ら
清
く
世
を
生
き
逝
き
し
子
思
う	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

大
晦
日
せ
は
し
く
と
ど
め
し
詩
一
編
年
の
名
残
り
と
草
の
戸
に
掛
く	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

強
引
に
車
の
列
を
縫
ひ
な
が
ら
黒
の
皮
ジ
ャ
ン
七
半
を
駆
る	

板
橋
道
子（
福
田
）

過
去
帳
に
大
居
士
の
な
き
仏
た
ち
閻
魔
に
ま
い
な
い
惜
し
み
た
り
し
か	

山
根
三
千
人（
西
代
）

枯
野
来
て
め
ぐ
り
合
ひ
た
る
野
仏
の
夕
日
に
映
ゆ
る
赤
き
胸
あ
て	

小
泉
實（
福
田
）

公
園
の
ぶ
ら
ん
こ
ま
で
と
競
争
し
孫
一
着
で
わ
れ
二
着
な
り	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

書
き
な
れ
し
漢
字
忘
る
る
老
い
の
つ
ね
ル
ー
ペ
片
手
に
広
辞
苑
操
る	

柴
崎
文
子（
町
田
）

蹴
り
返
す
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
に
脱
帽
で
礼
言
う
子
ら
の
声
が
飛
び
込
む	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

い
よ
い
よ
東
京
生
活
が
軌き

道ど
う

に

乗
っ
た
と
こ
ろ
で
、
文
蔵
は
次

兄
の
死
に
よ
り
、
か
わ
り
に
叔

父
、
竿
代
長
左
衛
門
の
養
子
と

な
り
、
竿
代
家
を
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。生
家
の
松
田
か

ら
竿
代
に
改
姓
し
、
帰
郷
し
て

従
兄
妹
の
た
い
と
結
婚
し
ま
す
。

竿
代
家
は
三
千
坪
の
屋
敷
を
も

ち
、
主お
も

家や

の
他
に
二
棟
の
蔵
や

書
院
、
養よ
う

蚕さ
ん

所じ
ょ

が
建
っ
て
お
り
、

来
客
八
十
人
分
の
夜や

具ぐ

と
お
膳

が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。時
々
訪

れ
る
殿
様
用
の
お
膳
や
食
器
は

人
や
作
男
た
ち
だ
け
に
農
業
を

任
せ
ず
、
夫
妻
と
も
ど
も
野
良

に
出
て
働
く
精
農
家
で
し
た
。

周
り
の
人
々
の
貧
し
い
生
活
を

見
る
に
つ
け
、
小
作
人
も
自
分

の
田
を
持
て
た
ら
ど
ん
な
に
よ

い
だ
ろ
う
と
、
霞
ヶ
浦
の
干
拓

事
業
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。が
、

個
人
の
資
力
に
は
限
界
が
あ
り
、

文
蔵
が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
、

四
百
年
の
伝
統
あ
る
竿
代
家
は
、

生
家
・
松
田
四
郎
左
衛
門
と
、

分
家
・
竿
代
與
惣
右
衛
門
（
勘

之
助
）
の
両
保
証
人
宅
を
巻
き

込
ん
で
倒
産
し
て
い
ま
し
た
。

文
蔵
は
最
後
ま
で
、
農
民
の
た

め
に
田
を
造
る
こ
と
が
一
番
大

切
と
い
う
信
念
を
曲
げ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

文
蔵
よ
り
二
年
ほ
ど
遅
れ
て

帰
郷
し
た
勘
之
助
は
、
熱
心
に

農
業
を
学
び
、
水
稲
種
子
の
追

い
播ま

き
法
、
分
株
法
な
ど
の
指

導
者
と
し
て
、
郡
や
県
の
農
業

技
師
に
な
り
ま
し
た
。文
蔵
の

死
後
、
無
一
文
に
な
り
な
が
ら

も
、
牛
馬
耕
や
苗な
わ

代し
ろ

育い
く

苗び
ょ
う、
農

村
料
理
の
講
習
会
を
た
び
た
び

開
き
、
当
時
の
稲
敷
郡
内
を
自

転
車
で
走
り
廻
っ
て
い
ま
し
た
。

夫
妻
は
、
四
人
と
も
父
親
が
兄

弟
の
従
兄
弟
で
、
妻
の
た
い
と

ゆ
う
は
姉
妹
で
し
た
。そ
れ
も

松
田
家
か
ら
、
竿
代
両
家
へ
の

嫁
入
り
、
婿む
こ

入
り
が
八
代
あ
っ

た
そ
う
で
、
従
兄
弟
以
上
、
兄

弟
以
上
の
関
係
だ
っ
た
の
で
す
。

四
人
は
お
互
い
を
思
い
や
る
仲

睦む
つ

ま
じ
い
夫
婦
・
兄
弟
・
姉
妹

で
し
た
。

　

甘あ
ま

田だ

入い
り

干
拓
完
成
後
七
十
余

年
、
碑
建
立
か
ら
半
世
紀
を
経

た
現
在
、
百
二
十
町
歩
の
干
拓

は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。国
の
霞
ヶ
浦
浄
化
作
戦

の
一
環
と
し
て
、
霞
ヶ
浦
の
汚

泥
を
吸
み
あ
げ
乾
燥
し
て
、
そ

の
土
で
田
の
嵩か
さ

上
げ
を
し
、
上

田
を
造
る
工
事
が
進
め
ら
れ
て

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
14
回

　
竿
代
文
蔵
・
勘
之
助
そ
の
二

　
　
　
　
農
に
生
き
た
義
兄
弟●

市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
飯
嶋
伊
津
子

い
ま
す
。工
事
終
了
後
は
、
ま

す
ま
す
立
派
な
農
地
に
な
る
筈は
ず

で
す
。農
業
を
愛
し
、
農
民
の

た
め
に
生
き
た
文
蔵
・
勘
之
助

の
目
に
も
、
こ
の
光
景
は
は
っ

き
り
見
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。松
田
家
、
竿
代
両
家
は
苦

し
い
時
代
を
乗
り
越
え
て
、
現

在
も
須
賀
津
で
子
孫
が
仲
良
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。（
文
中
敬
称

略
）

資
料
提
供
者

根
藤
隼
人
、
竿
代
芳
三
、
竿
代

義
徳
、
栗
山（
旧
姓
松
田
）久
子
、

根
本（
旧
姓
竿
代
）ま
さ
の
各
氏

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

一
般
の
も
の
と

は
別
に
保
管
さ

れ
て
お
り
、
孫

と
い
え
ど
も
触

る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
そ
う

で
す
。年
貢
米

四
百
俵
と
い
う

近
郷
き
っ
て
の

豪
農
で
、
県
立

歴
史
館
に
は
当

時
の
竿
代
家
の

模
型
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

竿
代
家
を
継
い

だ
文
蔵
は
小
作

当時の竿代家の様子（銅板レリーフ）

農
業
近
代
化
に
か
け
る
勘
之

助
の
思
い
は
、
並
々
な
ら
ぬ

も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

文
蔵
は
一
時
講
道
館
を
任

さ
れ
る
ほ
ど
の
柔
道
の
達
人

で
し
た
が
、
勘
之
助
は
剣
道

六
段
、
教
士
で
し
た
。地
域

の
指
導
者
と
し
て
、
剣
道
普

及
に
も
努
め
ま
し
た
。兄
と

慕し
た

う
文
蔵
を
目
標
に
生
き
た

の
で
す
。文
蔵
・
勘
之
助
両

寒稽古記念（大正12年2月3日、於阿波小学校）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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　多くの山門が四脚であるのに対し
て、この門は二脚の構造を取っていま
す。近隣では類例がない建築技法で、
文化財として非常に貴重な山門です。

伊佐津地区にある円福寺は、室町時代
の永
えい
正
しょう
元年（1504）に、伊佐津城主で

ある金
こん
剛
ごう
寺
じ
甲
かいのかみ
斐守近

この え
衛光
みつとし
壽の寄進によ

り創建されたと伝えられています。
　甲斐守は、伊佐津城の後

こうもん
門付近に愛

宕神社を創建するにあたり、その後門
を円福寺の山門として移築しました。
それにより、天

てんぶん
文11年（1542）の江戸

崎城主土
と き
岐治
はるより
頼の攻撃による天文の兵

火をまぬがれました。また、江戸時代
の明
めい
和
わ
6年（1769）に起きた、寺院内の

建物がことごとく焼け落ちた門前の大
火のときも類焼をまぬがれています。
　奇跡的に当時のままの姿で生き延び
てきた山門ですが、長い年月を風雪に
さらされてきたことにより修復をせま
られ、昭和52年、解体修理が行われま
した。そのとき屋根も茅葺きから現在
の瓦葺きに改められましたが、八

はっかくばしら
角柱

や後
あとばしら
柱、腕

うで
木
ぎ
、扉などは従来のもので、

新利根地区の木造建築としては現存す
る最古のものとなります。

ぶら〜り・稲敷　no.22　円福寺山門

県道龍ケ崎・潮来線バイパス県道龍ケ崎・潮来線バイパス

円福寺円福寺

新利根庁舎新利根庁舎

稲敷直売所稲敷直売所
水道局新利根事務所水道局新利根事務所

ふれあいセンターふれあいセンター

編集後記　▽私ごとで恐縮ですが、息子と娘がそれぞれ高校と中学を卒業しました。ついでに広
報担当7年間の自分も卒業（異動）するのではと密かに感じ、残り少ない広報業務に精を出してい
こうと思っています。（坂本）　▽2月号のうまいもんのお題「イナビトに取り上げて欲しい人」に
たくさんの情報をお寄せいただきありがとうございました。寄せられたハガキの中には、全然知
らない方も多く、勉強になりました。（G4出）


